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服  部
のりふみ

後援会入会のしおり
服部紀史のプロフィール

後援会規約(要約)及び連絡先

服部紀史後援会
〒509-7401 恵那市岩村町飯羽間3126番地（自宅）
Tel/Fax：0573-43-3835
Mail：norifumi@ccm.enat.jp 内部資料

○家族

生年月日：昭和35年1月2日生(60歳 )

家族構成：母と妻の三人暮らし

○学歴

最終学歴：中津川工業高校卒業(昭和52年度 ) 

○性格等

性格：真面目で、何事も粘り強く最後までやり遂げる。 

信条：できることは直ちに実行する。

座右の銘：昨日より今日、今日より明日

趣味：ゴルフ、ドライブ

○経歴

1978 岩村町役場奉職 水道課・建設課

            ・岩村簡易水道及び主要町道等を整備 

1996 住民課(健康福祉課)

            ・医療・保健・福祉の機能を持つ、総合福祉センターを建設 

            ・高齢者等の交通手段としての福祉バスの運行を開始 

            ・岩村町消防団本部分団長

2001 企画情報課

            ・ITサポートセンターを公民館内に開設

            ・無線方式によるユビキタスネットワークを整備

2004 市町村合併(新恵那市誕生) 

2006 情報課

            ・告知放送機能を持った恵那市ケーブルテレビを整備

2009 地籍調査推進室長

            ・岩村地区の地籍調査完了(事業期間 25 年間 )

2012 岩村振興事務所振興課課長補佐

            ・岩村の観光まちづくり指針(いわむらグランドデザイン)の取り纏め

2014 防災情報課長

            ・市内全域(地域自治区単位)において地区防災計画を策定

2017 まちづくり企画部長

            ・国内初となる女性ドライバー限定のL１ ラリーを開催

            ・地域の自主性を尊重した新地域自治区条例を制定

2020 恵那市役所退職(42年間勤務)

第1条　本会は、服部紀史後援会と称し、主たる事務所を恵那市 岩村町飯羽間 3126 番地に置く。

第2条　本会は、服部紀史氏の政治活動を後援し、会員相互の親 睦を深めるとともに、

　　　   地域社会の発展を図ることを目的と する。

第3条　本会は、前条の目的を達成するための事業を行う。

第4条　本会は、第2条の目的に賛同するものをもって会員とする。

第5条　本規約の改廃は、総会において決定する。

第6条　本規約に定めのない事項については、役員会で決定する。
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みんなが笑って暮らせる地域づくりを一緒に始めませんか!

・地域の声をまとめる。そして市政に反映させる。

・国、県議会議員との連携を図り、地域の声を国政及び県政に届ける。 

・できることから、ねばり強く取り組む。

私の実現したいこと

私の基本姿勢

きめ細やかなコロナ禍の対応と経済の早期回復を図ること。コロナ禍

人口減少を受け入れつつ、活力ある持続可能な地域をつくること。人口減少

高齢化が進展する中でも安心して暮らせる地域づくりを推進すること。高 齢 化

地域で子育てを支えられる環境の充実を図ること。子 育 て  

地震、豪雨といったこれまでに経験したことのない災害への備えを推進すること。防　　災

 地域内の経済循環を活発にしながら雇用を創出し産業振興を図ること。雇　　用

リニア中央新幹線を活かしたまちづくりの推進を図ること。リ ニ ア  

地域の特色を活かしたまちづくりの推進を図ること。地　　域


